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2006 年度喜文学会シンポジウム

一一古書ーその過去・現在・未来一一

改家本「絵本節用集J

関場武

小生が初めて古書店に行ったのは、たしか大学 2年の秋頃。だから今日

ご出席の佐藤道生氏らと比べると晩熟ということになる。最初に覗いたの

は、家庭教師のバイトの往来の道にあった池の上の古本屋さん。次に渋谷

の宮益坂を上りきったところにある中村書店。入れ込んでいた日本の児童

文学関連書の蒐集のためだ、った。なぜ遅かったかというと、別に潔癖症で

はなかったが、自分が持つ本としてはウブなものでないとイヤだったから

である。その頃歩いたのは、他に青山通りに 2、 3 軒、道玄坂に 1 軒だけ

あったお店、下北沢、池の上、自由が丘くらいで、地下鉄も無く、三田か

らで、は交通の便が悪かった神保町には未だ行っていなかった。神保町に行

くようになったのは学部4年、卒業論文のテーマに御伽草子を選んでから

のことだ、った。そして、なし崩し的に行動範囲が広がり、荻窪や神田の古

書即売展に開場を待って並び、後ろからもの凄い勢いで押され雪崩れ込む

といった経験も、その頃していた。靖国通りに一時期あった北沢書店の国

語国文学関係の支店の店長福原氏の大きな呼び込みの声、専修大学前の交

差点の際に開店した瑚排館のストレートコーヒーとトーストの味など、古

本の匂いと共にすぐに蘇ってくる懐かしい思い出である。

いわゆる和本を買った初めは学部 4年の時。三田通りの清水書店で先々

代のご主人から買った薄葉小本：明治 5 年版の「慶益正字通」。傍に斯道

文庫の阿部さんか国文の槍谷さんが居られたような気がする。あるいは

「国書総目録」のための慶鷹義塾図書館蔵書の確認作業の手伝いをしてい
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たことや、斯道文庫で学生アルバイトを始めた関係もあっての幻影かもし

れない。当時の文庫主事阿部隆ーさんに連れられて弘文荘に行き、文庫の

賛助会員の件をお願いしたそのついでに、赤色刷癌癒絵本の金太郎の入札

を依頼し、「いや一、こういうものはやってないもので」と反町氏が困っ

たような顔をしつつ引き受けて下さったのも、その頃ことである。西片町

の同店、というより反町邸の応接間で古活字版や乱れ版を色々と見せて説

明してくださった太田武夫氏、入手したい本のために神田の古書展での抽

選に度々協力してくれた川村晃生、小野尚志、高橋信裕の 3氏、何かと便

宜を図って下さった清水書店の先代のご主人、本郷の木内、琳部閣、井上

書店、神田の日本書房、金文堂、一誠堂書店、大阪の中尾松泉堂、京都の

尚学堂、白州堂、それに沖森書店や藤園堂、近くは玉英堂、福地、名雲書

店……、その他数え挙げて行くときりが無いくらいの多くの方々や古書店

に、支払いを含めてお世話になりご迷惑をお掛けして来た。月並みな表現

ながら、目を膜ると様々な出来事が浮かんでは消え、走馬灯の如く眼前を

通り過ぎて行く。如何にもがいても、二度と帰らぬ日々である。

それにしても、マスコミや業界がいろいろと仕掛けるものの、然程盛り

上がらない浅薄な古書ブーム。急激な情報・研究環境の変化、大量の蔵書

構築を許さない居住環境、新刊専門書の高騰と奨学制度の低迷、研究に対

する感覚の変容等々から、学生、とくに大学院生たちが本を買わなくなっ

てきている現実。従来の店売り・目録販売は依然として健在ながら、一方

でネットオークションが流行の兆しを見せつつあり、古典籍の品薄が益々

目立つ、といった具合で、変わり行く街並みの姿と重ね合わせ、古書業界

の行く末に不安を感じないわけではない。

その中にあって、古書店街として世界に冠たる神保町の一等地で、百余

年に亙って堅実な経営を積み重ねて来ておられる一誠堂書店のご当主酒井

健彦氏は、慶謄義塾大学文学部国文学専攻のご出身。一時期斯道文庫でも

研鑓を積まれ、現在、業界の幹部としてご活躍中である。一方、雄松堂書

店代表取締役の新田満夫氏とは、ご高名を承りながら、和漢書では無く洋

古書ご専門ということで、これまで親しくご尊顔を拝する機会が無かった
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が、シンポジウム（平成 18 年 12 月 8 日 於北館ホール）にご出席を賜り、

酒井氏と共にその豊富なご経験と情熱の一端をお伺いすることが出来たの

は幸甚であった。また、書物に明るく善本コレクターとしても有名な国文

学専攻の佐藤道生氏、英米文学専攻の高宮利行氏にその濫蓄の一部を披涯

していただき、さらに社会学専攻の藤田弘夫氏に、氏が都市社会学の見地

から近年研究しておられる英国ウエールズ、の新古書の町ヘイ・オン・ワイ

について、画像付で紹介していただいた。以上の 5 氏ならびにシンポジウ

ム開催に当たりご協力いただいた方々に、深甚の謝意を捧げる次第である。

興味深いテーマであったが、司会役を務めた小生の運営の拙さから、上手

く盛り上がったとは言い難いものとなってしまった。すべての責任は小生

にある。何卒ご寛恕の程をお願い申し上げたい。今回ご出席賜った方々の

中、高宮、藤田両氏から玉稿を頂戴することができた。小生の拙稿と共に

ご一読頂ければ幸甚である。（注 1)

I. 改震本「絵本節用集」について

今から約 10 年前、京都・臨川書店の古書目録76 号の 7180 番に写真付で

「絵本節用集J が出品された。注記によれば「刊記なし 正徳頃 2 冊

40000 円J というものである。早い者勝ちという鉄則に従って、よく確か

めもせず電話で注文。首尾よく入手したのが標題の書である（図①、②）。

書型は、袖珍本、横本2冊。縦 5.8、横 9.1 糎。表紙：木蘭色地紙に淡江戸

茶色の草花模様。題築：榛摺色短冊形紙、表紙中央上に寄せて貼付し「絵

本節用集上（下）」と外題を墨書。内題：上巻扉オ中央、竹林の図に挟ま

れて「節用集（せつようしう） J とある。刊記・柱刻：無し。匡郭：四周

単辺。丁数： （上） 59 く本文 59 オまで〉、（下） 59 丁く終了は本文無し、

匡郭のみ〉。行数：不等、最大半葉 8 行。字数：不等、 1 行 5 ～ 8 字。挿図：

（上） 59、（下） 58 図。各片面図。上巻の図の一部に淡い丹・黄・緑色の筆

彩あり。備考：刷、保存・並み、綴糸・後補。上巻扉ウに松樹に固まれて

蒙書体で「凡」の一宇を出す。項目数は、（上）が 123、（下）が 1100

以上が本書の書誌事項であるが、落ち着いて見ると不審な点が幾つか浮
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かぴ上がって来る 。 先ず扉にある「節用集（せつようしう） J の題名と裏

にある「凡」の 1 字である 。 題名の部分は巧妙ではあるが明らかに貼り継

いである 。 「凡」の l 字も唐突である 。 さらに見て行くと、上巻 3 ウや 11

オ、下巻 29 オと 35 オ、 53 オの下方匡郭外に髭のようなもの、上巻 5 オ、

15 オ、 18 オ、 35 オ、 36 オ、 37 オ、下巻 10 ウ、 27 ウ、 28 オ、 30 ウにも、

やはり下方に黒点のようなものがある 。 これは何を意味するのであろう

か？勿体ぶらずに結論を言えば、本書は元禄 5 (1692）年 7 月初刊本の改

修再版本にあたる宝永 6 (1709）年版州因子苗村丈伯編「世話用文章（せ

わょうぶんしゃう） J 上・中の頭書欄のすべてと、下巻「世話字節用集

（せわじせつようしう） J の目録頭書部分を切り取り細工を加えた改鼠本な

のであるO （図③、 ④）

「世話用文章J は、その初版本の影印が「近世文学資料類従参考文献
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編 9J （昭和 51 年 11 月 勉誠社）

に解題 ・ 索引付で収載されている 。

補足を加えると、元禄 5 年 7 月の

初版 ： 大本 ［A イ ］ 京都 ・ 佐野九

兵衛版、後印 【A ロ］ 佐野彦三郎

版のほか、宝永 6年正月版にも 【B

イ ］ 発行書津名の記載のあるもの

と、 ［B ロ］ 無いものとがある 。 す

なわち ［B イ 】 本は、終丁ウ刊記

部分に「賓永六己丑年／正月大吉

祥日／江戸日本橋・万屋清兵衛／

大坂・馬金屋庄兵衛／大坂高麗橋

天王寺屋 ・ 大冨三良助板」とあり、

[B ロ］ 本はその年記のみを残すも
図版③

のである 。 両者の印面に大きな差は無いが、イ本の方がやや若刷かと思わ

れる 。 【B ］ 本は 1 冊本に仕立てられているものが多いが、 【A] 3 冊本の上

巻 1 オの州田子の序文を下巻後見返しに移動させ、同ウの番匠達が 「世話」

そ？ 束手 j(;l
1対電子翁仏
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の字を削っている図を封面に貼付し、下巻「世話字節用集J の初丁目録・

凡例部分を、柱刻の「世話下j の「下」を省き巻頭に持って来ているほか、

目録丁は覆刻し、若干の丁で補刻を行っている（注 2）。その改刻・補刻、

それに幾つかの丁に於ける匡郭の切れの状況等から、標題の「給本節用集J

は［B］の改震・改装本であることが判明するのである。

すなわち、本書は原本上・中巻の頭書欄を切り取り、各半丁分を 2 つ折

にし袋綴横本2冊にしたもので、上冊初丁扉オにある竹樹は［B］本の目

録オの頭書欄にあるそれを「目録j の 2字を除いて貼り合わせたもの、中

央にある題名は、同ウの「凡例J 第 2項に

古来の節用集（せつようしう）に間（ま、）世話字を載るといへと守も、

一門に一字二字に過ぎす、よって此下巻に備（つぶさ）に世話字（せ

わじを）のせて、諸人に便（たより）す、すでに節用集（せつようし

j_}_に出たる字ハ省（はぶき）て不載之（ずのせこれを）

とあるものの中から下線を施した部分をちぎって貼り込んだものである。

仔細に見ると原本の「目録J の「録J の字の金偏の端の一部が僅かに残存

している様が窺えるのは、ご愛敬である。また、初丁ウの松樹と共にある

蒙書体の「凡J の 1 字は、岡本目録ウの頭書欄にある「凡例J の「凡」と

松樹を盗ったものである。そして前述した、髭のように見えるものは、原

本本文の上部にあるレ点（返り点）の一部であり、黒い点のように見える

ものは、同じく用文章の文字の字画の一部であることが判明する。さらに、

本書の細工は念が入っていて、天地、背を含む小口すべてに灰色かかった

色を付けて古色を出し、表紙・題築、それに新しいものであるが綴じ糸ま

でも茶色系で統一しており、表紙も元禄から明和頃の歌書等に時に見られ

るものを流用している。では、この様な改震本を入手してしまって不愉快

であったかと言うと、それは否である。何故ならば、まず本書は、内容の

一部に差別的な語棄や絵図を含むことは甚だ遺憾であるが、可愛ゆく仕立

てあげられた袖珍本であること。（図⑤、⑥）また、本書の素性を突き止

めるために、色々と勉強をさせられ、それなりに愉しかったからである。

そう言えば、かの臨川書店の目録には、下巻の 28 ウ・ 29 オの写真が出て
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図版⑤

図版⑥

おり、「髭」の部分や次丁の挿絵の一部が手前の丁に回っ て来ている様が

写っている 。 其の時に気が付くべきであったのかもしれないが、恨む気も

悔やむ気もない。 かつて「議海節用集j の一本と思い込んで春本「櫨関節

用集j を購入してしま っ たことがあっ たが（注 3）、それと共に面目無くも

楽しい思い出である。（図⑦）

ところで本書 「世話用文章」には、寛延元（1748）年 7 月求版の改題再

編本［c］「世話用文千歳袋」があり、版元の異なる 2本がある。（図⑦）

【C イ】本は表紙：香色地紙、大本 1 冊。 題築 ：子持ち枠付。 上方円内に

く節用／字霊〉 と角書があり、界線を置いて下方に「世話字用文千歳袋

全」と外題。 封面：右方飾り枠内に「世話用文千歳袋」と大きく題名を出

し、界線を置いて左に

此書に載る所の文章ノ＼平生通用の文辞の中に於て、世話字・難字等

を綴り容（いれ）て、其正字を知らしむ、但言野語と難共、本擦（ほ

んこ）のなきものは非ず、因て和漢の群書を考索して、其出所を頭書
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図版⑦

（かしらがき）に顕し、終に難字若干（そこばく）を挙て、各部を八

と門に別ち、題して世話用文千歳袋（せわょうぶんせんさいぶくろ）

-:r:. 

とその内容を示す。 これは ［A】［B ］ 両本下巻刊記の前に在っ た政文風の

文章の意に通ずるものがある 。 続く第 1 丁オには能書・梁の王鋒の幼少時

の事跡を絵入りで記し、ウには飾り枠内に新しく目録を立てる 。 州因子の

原序文は無く、以下 「世話用文章 上（中） J とある用文章、下の「世話

字節用集」と続く 。 その世話字節用の部分は、 1 ウに新たに出した関係上

[A] [B ］ に在った目録 ・ 凡例が無く、表題下方に在った「下j の字も削

られている 。 ま た、終丁オの尾題 「世話字用文章下終J が無く、替わりに

「十二月異名j と表題を立て、ウに各月 4種ずつの異名を出す。 後見返し

は、上方に 「十干異名」、下方右に 「十二支の異名J を載せ、界線を置い

て下方左に 「寛延元戊辰七月求／大坂順慶町心斉橋筋／柏原屋輿市版」 と

記す。 また、 ［C ロ 】 本は 、 海緑色表紙。 刊記の書障が柏原屋輿左衛門と

なっているほかはイ本と同じ。 書津名の字配りはイ本のほうが座りが良く 、

刷りもイ本のほうが若干良い。 いずれにしても 【C］ は ［B 】 の求版本で、

。
フ

今‘
d(156) 



図版⑧

[B】を基に一部補刻を行っている。（図③）

Il .繕引節用集

さて、江戸時代に数多く開版された節用集の中で「槍本節用集」を名告

るものは管見には入っていないが、「鎗ヲ｜」ならある。従来知られている

ものとしては 2 本。 1 つは【D］寛政 8 (1796）年の初版で、文政 7 (1824) 

年版や無刊記本、明治刷のある「〈寓方多幅〉槍引節用集J、もう 1 つは

[E】〔天保頃〕刊の半紙 3 ツ切横本の「檎引節用集J である。［D】は、巻

頭穐里能罵の序「節用字集鎗引源流論（せつようじしふゑぴきげんりうの

ろん） J に、「槍引節用字集ノ、。世に流布する乾坤・時候等の門類を罷（や

め）て、平生見馴たる物の龍（かたち）を首（かしら）に園して。其部類

の文字を産出すなり。J 云々とあり、鎗入りの部門註を出して

檎引見ゃうの凡例ハ。右にしるす画園（ゑづ）をもって文字を求る時

ハ。影の鰹（かたち）に麿ずるが如く。即座に文字出る也。門類の槍

ハことごとく同じきにあらず。其部下（そのぶした）の文字に随ふて。
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少しヅ、かハりめあり 。 いの字の下、陰陽の文字初メにあれば。日月

山川の給あり 。 ちの字の下。千賀（ちか）の塩竃と首（はじめ）にあ

れば。 海遺（かいへん）汐汲の給あり 。 其飴ハこれに准じて知るべし

と説明する 。 まさに題簸に「見出槍引節用大全（みだしゑぴきせつようだ

いぜん） J とある通りである 。 縮図は門標だけでなく諸所に鎮められてお

り、見て楽しめるものとなっている 。 往来物の中にも、宛先の地位の上下

による書状の書き分けを、桜花や楓等を約物に使って示しているものがあ

るが（注 4）、それらを遥かに上回る工夫である 。 なお、文政 7 年版は中本

1 冊、有界 6行 118 丁。 終丁ウに「皇城五緯亭合刻／江戸書林・須原屋茂

兵衛、前川六左衛門、大阪書摩・鳥飼市左衛門、浅野弥兵衛、柳原喜兵衛j

と出し、後見返しに「文政七甲申春改正／書癖大阪・秋田屋太右衛門、

江戸・須原屋平助、京都・小川五兵衛、同・須原屋平左衛門j と記す。

（図⑨、⑩）

[E】は横本 3 ツ切 1 冊、有界9行 120 丁。内題： 「給引節用集（ゑひき

せつようしう） J 。 封面に「槍見出早引節用集（ゑみだしはやびきせつよう

しう） 吉田屋文三郎板j と出す 。

本書は「給見出」の部分を見てもす

ぐ判るように、［D】本のパクリ、抄

録本である。刊記は年月を示さない

が、 一本によれば後見返しに「京都

書捧 京都・本屋新兵衛、東都書障

江戸・吉田屋文三郎」とあり、版

式・装丁等を勘案すると天保末年頃

の刊行かと思われる 。 なお、給引き

を謡うものとしては、他に、外題に

「字章節用槍紗J とある「〈文章〉字

霊節用解J （天保 12 年初刊、嘉永 2年

補刻版アリ）や、明治のものである

が「西洋画引節用集j 初編、 2編（明図版⑨
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図版⑩

治 5 年、 6 年刊）（注 5）や明治 9年の「〈布告必用〉漢語給字引J 等があり、

往来物に「商責往来槍字引」「道具字引図解J などがあるが、紙幅の都合

上その紹介はまたの機会に譲ることとする 。

注

原本引用に際しては、角書をく 〉で括って示したほか、多くある振

り仮名は適宜取捨選択をし、採用した場合には（ ）に入れて記した。

また、書躍の住所については、都市名だけをあげ詳細は省略に従った

場合がある 。

2 宝永 6年有刊所 － 分冊本は元禄版と同じで、下巻目録の柱刻は「世話

下」とあり 。

3 ことの顛末および同類の節用集に関する報告に関しては、「わたしの

独り言 ： 中途半端J （「三田文学」 83 巻 77号平成 16 年 5 月）を参照

されたい。

4 例えば享保 13 (1728）年刊林蘭女州藁・西川祐信画「女寓葉稽古さう

し」や改題本寛保 2 (1742）年刊「女教文章鑑（ぢよけうぶんしゃう

かずみ）」など。

5 本書については拙稿「通俗和英節用集一明治期英和 ・ 和英節用集の世

界（その 2) －」 （慶磨義塾大学日吉紀要 ・ 英語英米文学 50 号 平成

19 年 3 月）の中でやや詳しく紹介を行っ たが、その際、「鶴見大学紀

要J 35 ～ 44 号国語・国文学（平成 10 年 3 月 ～同 19 年 3 月）に、新

山茂樹氏による影印・収録語語嚢索引を含む詳細な論考があることに

まったく気が付かなかっ た。 先行文献の検索を怠ったことを反省する

とともに、それでも書誌・解題の面では拙稿の存在価値も無しとはし

ないことが判り、安堵している次第である 。

fo 
(159) 


